
 

 

 

永遠の高校球児たちへ 

「マスターズ甲子園２００７」 

 

第４回大会のご紹介 

 

 

元高校球児の夢の実現を目指す大人の甲子園大会「マスターズ甲子園２００７」が、６月１７日（父の日）に

阪神甲子園球場で開催されます。第４回目となる今大会では、地方予選大会から選抜された計８代表チー

ムの３５３名、甲子園シートノックに参加する１チームの５０名、甲子園キャッチボール（一般編・親子編）参加

者の２８８名からなる、総勢６９１名が甲子園球場に集結し、７０６名のスタッフ・ボランティアが大会運営を支

えます。大会には、星野仙一大会名誉会長と重松清応援団長が出席予定、元高校球児でもある浜田省吾氏

からの提供による大会テーマソング「光と影の季節」と、甲子園キャッチボール親子編・プログラムテーマソン

グ「I am a father」の応援曲のもと、高校野球ＯＢＯＧとその関係者による世代を超えた野球同窓会が繰り広

げられます。 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【マスターズ甲子園２００７トピックス】 

■ 代表ＯＢ試合には、最年少１８歳から最高齢８０歳までの選手が出場し、全選手３５３名の中で、高校時

代に甲子園出場を果たせなかった甲子園デビュー組は２８３人（約８割）となる。最高齢選手である鹿児

島県代表・樟南高校ＯＢチームの野村次丸氏は、前身の鹿児島商工時代に部長として春夏合わせ９回

の甲子園出場経験があるが、ユニフォーム姿での甲子園ベンチ入りは今回が初めて。 

■ 甲子園キャッチボールでは、元高校野球関係者（部員、監督、マネージャー）であれば、チームメイト同

士や他校の関係者、兄弟、夫婦等で参加できる「一般編」に計２８ペア、片方が元高校球児であればペ

ア参加できる「親子編」では、最年少１歳から最高齢７９歳からなる計１１６ペアが出場し、父の日の甲子

園球場でフィールド・オブ・ドリームスを実現する。 

■ 甲子園シートノックには、広島県予選大会で準優勝となった国泰寺高校ＯＢチームが出場。前身である

鯉城高校時代に、昭和２４年の春の甲子園出場が内定しながらも、学区編成のためチーム解体となっ

た幻の甲子園組と言われる当時のメンバー４人が出場。この中で当時の投手であった田村鋭治氏（７５

歳）がシートノック終了後に甲子園のマウンドで終球式を行う。 

■ 星野仙一大会名誉会長と重松清応援団長が大会に来場。開会式には大会名誉会長からの開会挨拶

が述べられ、今回出場する報徳学園ＯＢチームの橋本親子が選手宣誓を行う予定。息子の健吾氏は

選抜高校野球第７４回大会時の優勝チームメンバー、父親の彰文氏は初めての甲子園出場。 

■ 大会テーマソング「光と影の季節」と、甲子園キャッチボール親子編・プログラムテーマソング「I am a  

father」の応援歌バージョンを明石南高校吹奏楽部が甲子園キャッチボールの際にスタンドで演奏。 

大阪府代表・天王寺高校ＯＢチームでは、同校の吹奏楽部ＯＢ・ＯＧと現役吹奏楽部が急遽結成した 

合同バンドによる応援が行われ、グラウンドと同様、スタンドでも熱い同窓会が繰り広げられる。 

■ 夏の高校野球選手権大会の初代学生司会者である山内佑利子氏の式典司会、夏の高校野球選手権

大会開会式行進でプラカードを担当した市立西宮高校ＯＧ２６名のスタッフ等が大会をサポート。その

他、高校時代にプラカードを担当できなかった市立西宮高校ＯＧや、かつて甲子園に憧れたアナウン

サー、審判員、ボランティアスタッフもプレーヤーと共に甲子園デビューを実現。 


